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あとがき
　われわれ，日本の医学会を含め世界の科学の進歩は昨今目
覚ましく，グローバル化の時代を迎えている．しかし，村山先
生の巻頭言にもみられるように，世界環境の保全一つとって
も地球規模で改善する必要性を強く感ぜずにはおれない．こ
のことは，医学においても然り，ただ科学的な事象の解明に向
けた種々の研究は重要ではあるが，医療の進歩はヒトの恒久
平和のための一つの手段に過ぎない．果たして近年の生命科
学的な研究は，本当にヒトに幸せをもたらしているのか，原点
に立ち返って生命の尊厳・人権などの医学倫理・人生観につい
ても再考しまた再構築することが望まれるのではないのか．
動乱の21世紀の幕開けを如何に有意義かつ輝かしいものと
するためにも，われわれ医師は社会の模範となるべく反省し，
それを糧として一層努力していかねばならないものと切実に
思うところであろう．また，そのためには，本学は，質の高い
内容の医学的研究を行い，世界に向けた発進地となり，一層社
会に貢献できるよう日々切磋琢磨することも忘れてはならな
い．本邦でも医学教育改革に向けて走り出してはいるが，将来
の展望は社会経済と同様先行きが不透明であり，本学におい
ても試行錯誤の感が否めない状況にはあるが，医学研究とと
もに独創的かつ特色ある医学教育・研究の確立を目指し叡知
をもって有効な策を講じることが肝要であると考えるところ
である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遠藤任彦　記）
幹事会（要旨）（平成13年7月）
1．編集状況の報告並びに編集方針について討議した．
2．平成13年度東京医科大学雑誌投稿論文奨励賞並びに東
　　京医科大学医学会奨励賞選考委員会について，次の構成
　　メンバーが報告され，了承された．
　　投稿論文奨励賞選考委員会
　　委員長　加藤　治文
委貝石丸　新，一色
　　　　長尾　　桓，松岡
医学会奨励賞選考委員会
委員長　加藤　治文
委　員　飯森眞喜雄，林
　　　　向井　　清，山科
浮，友田　樺夫，
健，水口純一郎
徹，松宮　輝彦，
章
　平成13年度の選考件数は投稿論文奨励賞3件，医学会奨励
　賞3件とする．
3．第148回医学会総会について次のことが決定した．
　　開催日時：平成13年ll月17日（土）午後1時～
　　当番教室：病理学第2講座，外科学第3講座
　　形式：シンポジウム
　　タイトル：遺伝子診断及び治療のもたらすもの
　　特別講演：解剖学第1講座　伊藤　正裕主任教授
　　その他：投稿論文及び医学会奨励賞表彰式
4．　業績目録委員会の報告がされた．
5．　臨床懇話会の報告がされた．
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